
手島印刷株式会社 手島史直氏・孝之氏を訪ねて 

日時：2021年 9月 22日〜10月 6日  

調査者：逵 志保 

場所：手島印刷株式会社 https://www.teshima-p.com/html/aboutus.html 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

9月 22 日 

「愛知用水概要図」（下に写真）は同名のものが 4種類あり、よく見ると書き込まれた

数字が違ったり、書き込まれた内容も異なるため、愛知用水土地改良区職員・岡田昌治

氏から聞き取りをおこないながら、記された内容をもとに時代順に並べる作業をおこな

っていた。 

この日、では愛知用水運動に使われた『愛知用水の趣旨と理想』の付録になったとい

う概要図は何番目に描かれた概要図のことだろうかと見なおしていたところ、この冊子

の奥付に「手島印刷所」と記されていることに気づいた。下の「愛知用水概要図」には

「名古屋・手島印刷株式会社印行」と書かれていた。他の概要図には記されていないこ

とから、冊子の奥付にある付録はこの概要図ではないかと考えられる。 

そこで「手島印刷」を検索してみると、現在も手島印刷株式会社が名古屋市内にある

ことがわかった。愛知用水との関連資料、あるいは創業に関わるなにか資料がないか問

合わせのメールを送った。 

問い合わせのメールに対して、留守電が入り、「祖父の仕事に間違いないけれど、私

たちがわかることはそんなにないように思います。その冊子を是非見せていただきたい

です。」とのことであった。 

手島印刷所は 1932 年 1 月に名古屋市西区枇杷島町にて創業し、手島印刷株式会社と

して法人化したのが 1950 年 1 月のことである。この冊子が 1949 年 12 月に刊行してい

ることを考えると、この冊子の制作と会社設立とはなにか関係があるのかもしれない。

また奥付には手島印刷所とあり、概要図が手島印刷株式会社となっているのはその理由

が分からず、概要図にはもっと古いもの（印刷所時代の印刷のもの）があるのかもしれ

ない。 

9月 26 日 

手島印刷株式会社に電話した。冊子の奥付にある手島喜一は祖父・手島（てしま）喜

一であり、山口県出身で、名古屋で 1932（昭和 7）年に印刷業を始めたということだ。

戦前には韓国釜山で会社を起こしたが、終戦前に戻ってきたという。もともと印刷業を

していたかどうかはわからないということだった。株式会社になる頃に父に代が変わっ

ているそうで（株式会社になるタイミングだったかどうかは未確認）、冊子や概要図と

いった祖父、父の当時の仕事を是非見てみたいとのことだった。 
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9月 27 日 

冊子と概要図は愛知用水土地改良区のものなので、持ち出しの許可を得た。10月 6日

に手島印刷株式会社にお持ちし、資料を見ていただくことにした、 

10 月 6日 

 『愛知用水の趣旨と理想』1949（昭和 24）年 12月、手島印刷所（手島喜一）刊行と

「愛知用水概要図」手島印刷株式会社作成のもの、ほか 3 種の概要図を持って伺った。 

対応してくださったのは代表取締役・手島（てしま）史直氏（1951年生まれ）とその

弟・孝之氏。 

祖父・手島喜一、韓国釜山で印刷業を始める。 

1932（昭和 7）年 名古屋にて手島印刷所創業 

1949（昭和 24）年 12月 『愛知用水の趣旨と理想』刊行 

1950（昭和 25）年 1月 父・忠治（1924〈大正 14〉年生まれ）が手島印刷株式会社に。  

「愛知用水概要図」作成 

手島史直氏は、この歳になり、これまで考えてもいなかった父や祖父の昔のことを知

りたいと思うようになっていたとのこと。そのタイミングで今回連絡を受けたとのこと

で、歓迎してくださった。『愛知用水の趣旨と理想』をご覧になって、「活版印刷ですね」

とおっしゃって、鉛は何枚も印刷していくとすり減っていくので、そんなに大量には印

刷できないことをご教示くださった。 

「愛知用水概要図」は、手島印刷株式会社と書かれた概要図が同社で更新されていっ

たのだろうと思っていたが、ご覧になり、他の概要図は別会社のものだろうとの指摘が

あった。その根拠は手書きの字の違い、概要図のなかの方角のマークの記し方の違いな

どがあがった。字の違いと言われ、同じ人の字と思いこんでいたが、こうした印刷物は

活字を並べていたらたいへん長い行になってしまうようなところを手書きにすること

で枠内におさめる調整をしているとのことだ。つまり収まるように書いているため似た

ような字になるのだろう。そう言われて見直すと理解できた。 

現在であれば僅かな時間で完成するだろう概要図だが、当時はいったいどのくらいの

時間がかかったのだろう。石の上に描いてそれを刷るという作業はとても手間なものな

のだという。またこの作業は石を磨いてしまえば次のものが作れるため、現物も石版も

なにひとつ残っていないということだった。 

なぜこの愛知用水に関わる印刷を手島印刷がすることになったかはわからなかった

が、手島印刷は学校関係の仕事を受けていたこと、映画ポスターを作っていたというこ

とで、手書きの概要図を作るのに適していたからではなかったかとのことだった。 
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（公財）愛知・豊川用水振興協会研究員  逵 志保 
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